
指導過程（T:教師の発言、C:児童の発言、 :具体的な手だて 

学習活動 形

態 

○指導上の留意点 ◆評価

導

入 

10

分 

１ 前時の学習内容の振り返りをする。 

T:前回学習したことを確認しましょう。 

C:表に書いて変わり方のきまりを見つける

と簡単。 

C:結果がどうなるか考えてから表を書き始

めるとよい。 

C:変わり方のきまりを見つけたら式でも求

められる。 

２ 本時の学習課題をつかみ、見通しをも

つ。 

T:今日はりんごとみかんの個数の求め方に

ついて考えます。 

T:分かっていることは何ですか。 

C:りんご 1個 70円、みかん 1個 30円。 

C:合わせて 40個買った。 

C:りんごの代金はみかんの代金より 1300 円

高かった。 

T:前回は代金の合計を調べましたが、今回は

何について調べていきますか。 

C:差を調べていきます。 

T:りんご 30 個を買ったときの代金の差を考

えてみましょう。 

C:全部で 40個買ったから、みかんは 10個。 

C:りんご 30個で 2100円、みかん 10個で 300

円だから、代金の差は 1800円。 

C:差は 1300円にするから、りんご 30個はダ

メ。

T:全部で 40 個買ったから、半分のりんご 20

個から調べてみましょう。  

３ 本時のめあてを設定する。 

斉 

斉 

○表から変わり方のきまりを見つけ、そこから

立式できることを想起させる。 

○問題文を提示し、解決の見通しをもたせるた

めに、分かっていることと、求めることを整理さ

せる。 

○前時と違って本時は代金の差に注目させるこ

とに気付かせる。 

○例として、りんご 30 個、みかん 10 個のとき

の代金の差を求め、問題解決への見通しをもた

せる。 

○代金の差を 1300 円にするにはりんごの数を

どのように変化させるとよいか見通しをもたせ

る。 

○め  見通しを立てて表にかき、変わり方のきまりを見つけて問題を解こう。



展

開 

30

分 

４ 個人で取り組む 

T:表を作り、変わり方のきまりを見つけまし

ょう。そのきまりをつかって、式も書きまし

ょう。 

５ グループで話し合う。 

T:ホワイトボードに書きながら、グループで

話し合いましょう。 

＜予想される児童の反応＞ 

・りんごが 1個増えると、代金の差は 100円

増えた。1300円に近づいた。 

・100 円ずつ増えると分かったから、表は途

中でやめた。 

・100円が 5回増えたら、代金の差が 1300円

になる。なので、りんご 20 個を 5 個増やし

た。 

６ 全体で意見を交流する。 

T:どのように答えを求めたか教えてくださ

い。 

C:りんごが１個増えると、代金の差は 100円

増える。 

C:変わり方のきまりが見つけると、式をつか

って求められる。 

C:式は 1800-1300＝500 500円増えた。 

100円ずつ増えるので、500÷100＝5 

5回分増えるので、りんごは 20+5＝25 

８ 適用題を解く。 

（１）個人で解く。

（２）グループで話し合う。

（３）全体で交流する。

個 

グ 

斉 

個 

グ 

斉 

○机間指導をしながら、児童の実態を把握する。 

○分からないところはそのままにし、グループ

活動で解決していけるようにする。 

○全員表からきまりが見つかるようにグループ

皆で説明し合ったり、確認し合ったりさせる。 

◆変わり方のきまりを見つけて問題を解くこと

ができる。【知識・理解】（ノートの記述より） 

◆変化の様子に着目し、表を使って変わり方を

調べている。【思考・判断・表現】（発言・ノート） 

◆結果の見通しを立ててから、表に書いて変わ

り方を調べようとしている。【主体的に学習に取

り組む態度】（発言・ノート記述より） 

○教師は各グループのホワイトボードを掲示す

る。 

○ほとんどのグループで表ができ、きまりも書

けている場合は、意図的指名をして、グループに

説明させる。 

○変わり方のきまりが見つかれば、表を全部書

かなくても問題が解けることに気付かせる。 

○押さえたいポイント

・見通しをもって表をかく。

・表は途中から始めてよい。

・変わり方のきまりから式を使って求められ

る。 

○適用題を個人で解かせ、グループで話し合い、

全体で共有する。 

○机間指導をしながら、児童の実態を把握する。 

○見通しを持たず表をかき始めている様子が見

られたら、グループで交流させ、見通しをもてる

ようにする。 

終

末 

5 

分 

９ 本時のふりかえりを行う。 

C:表をかいたら変わり方のきまりは簡単に

見つけられる。 

C:表をかく前にどれくらいになりそうか見

個 

↓ 

斉 

○本時の学習で学んだことをノートに記述させ

る。 

○発言を板書し、全体で書いた内容を共有する。 

◆結果の見通しを立ててから、表に書いて変わ



通しを立てて表を書くと楽にできる。 

C:変わり方のきまりが見つかったら、式をつ

かって答えが求められる。 

り方を調べようとしている。【主体的に学習に取

り組む態度】（発言・ノート記述より） 

板書計画

             

         

○ふ 表からきまりが見つかる。

結果がどうなるか考えてかく。 

きまりから式で求められる。 

○め  見通しを立てて表にかき

変わり方のきまりを見つけて 

問題を解こう。 

りんご  30 代金 70×30＝2100 

みかん  10 代金 30×10＝300 

代金の差 2100-300＝1800 1800× 

↑1300○ 

りんご（個） 20 21 22 23 24 25 

みかん（個） 20 19 18 17 16 15 

代金の差（円） 800 900 1000 1100 1200 1300 

代金の差は 100 円ずつ増える。 

1300-800＝500 

500÷100＝5 

20+5＝25 りんご 25 個 みかん 15 個 

○押さえたいポイント

見通しをもって表をかく。

表は途中から初めてもよい。

変わり方のきまりから式をつかって求められる。

なし（個） 15 16 17 

かき（個） 15 14 13 

代金の差（円） 450 580 710 

なし 17 個 かき 13 個 

○ふ
表をかいたら変わり方のきまりは簡単に求められる。 

表をかく前にどれくらいになりそうか見通しを立てて表

をかくと楽にできる。 

変わり方のきまりが見つかったら、式をつかって 

答えが求められる。 

問題３は 

スクリーンにうつす




